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する批判が、あまりにも少ないことを知り失望するのである。結局日本には封建社会にたいしてさまざまの“反抗”や“抗議”はあったにせよ、封建制を意識的に批判した著書（政治論、文学作品） 明治維新までは出なかったと思い “反抗の権利” 代弁者を捜すことをあきらめていたとき、安藤昌益にかすかにふ た史書と出会い、それがきっかけとなって、やがてこの日本封建制の批判者を発見するのである。
江戸の太平期に東北地方の片いなかで暮らす医師兼儒者が、破天荒の共産主義的な思想をいだいたということは前例のないことであった。しか
もその思想は一種の革命思想であり、マルクスの理 内容や唯物史観にひじょうに近いものであ た。共産主義は、階級や搾取のない、万人 平等社会をめざす社会主義である。
共産主義は、原始時代からあり、ひとびとは共産主義的な暮らしをしていたが、やがて共同社会が崩れ、各種の階級社会が生まれるようになる

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































つの形而上学的な、綜合的かつ本質的な研究をおこない、 『自然真営道』を著わした。帆足万里についていえば、その「窮理通」の編章方法（＝科学の分類、配列） どは、後年のコントの『実証哲学講義』のそれを想起させるものである。当時わが国にはまだ社会学の部門が成立していないが、ただそれを予示していたといえる（蔵内） 。
安藤が日本を代表する独創的思想家だと れば、他にも江戸中期・後期の医家兼儒者として三浦梅園（一七二三～八九）がいる。梅園も万里と










































































15）和田耕作著『安藤昌益と三浦梅園』 （甲陽書房、平成四年十月） 、三五～七 頁 参照。
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（
29）大道安次郎「帆足万里のふるさと（その三） 」 （日本大学社会学研究室編『社会学論叢
№34』所収、昭和
41・
8）
（
30）同右。
（
31）蔵内数太著『社会学概論』 （培風館
　
昭和二十八年六月） 、六六頁。
本稿を草するうえで、大分県速見郡日出町の万里図書館館長・野崎一郎氏、大分県立大分図書館のお世話になりました。記して謝意を表します。
